
令和 2 年 12 月

令和 2 年度 令和 11 年度

１．事業概要

（１）

H29 H30 R1

H29 H30 R1

（２） 料　金　形　態

長与町駐車場

吉無田駐車場

長与町駐車場

（３） 現状把握・分析

職 員 数

団 体 名 ： 長与町

事 業 名 ： 長与町駐車場事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

非適

稼 働 率 *

民 間 活 用 の 状 況

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

 イ　指定管理者制度

30円 4,400円300円

定期使用料(月額)

50円 500円 8,800円

5,500円

　長与町駐車場は、町及び長与町社会福祉協議会が区分所有する複合施設の地下に位置し、近隣商店街の利用客による路上駐車への対策

として、都市交通の円滑化及び都市機能の維持増進を図るため設置された。収容台数53台のうち、普通使用（時間駐車）に18台、定期使用（月

極駐車）に35台を割り当てている。近年、近隣商店街の店舗閉鎖や民間駐車場が新設されているが、一定の需要は保たれている。

　吉無田駐車場は、JR長与駅利用者や近隣住民による路上駐車への対策及びパークアンドライドの推進を目的として設置された。近隣に民間

の駐車場が複数あるものの、需要は高く、稼働率はほぼ100％である。近隣住民による使用が全体のうち７割以上ある。無人の広場式駐車場

であるため、管理コストは過去3年間「0円」である。

別添１２－１

法適（全部適用・一部適用）

非 適 の 区 分

（長与町駐車場） 96.5％

（吉無田駐車場）　0.0％

施 設 名

事　業　形　態　等

事 業 開 始 年 度

収 益 的 収 支 比 率

（長与町駐車場　 96.6％

（吉無田駐車場）　0.0％

（長与町駐車場） 86.8％

（吉無田駐車場）  0.0％

昭和55年度

長与町駐車場のみ民間へ運転管理業務を委託

無

無

 ア　民間委託

（長与町駐車場）

 【普通】　 25.6％

 【定期】　 97.1％

（吉無田駐車場）

 【定期】　100.0％

（長与町駐車場）

 【普通】　27.4％

 【定期】　91.4％

（吉無田駐車場）

 【定期】　97.1％

（長与町駐車場）

 【普通】　 22.8％

 【定期】　 80.0％

（吉無田駐車場）

 【定期】　100.0％

種 類

（長与町駐車場）都市計画駐車場

（吉無田駐車場）その他

長与町駐車場

吉無田駐車場

長与町駐車場事業経営戦略

1人（兼務）

立 地

（長与町駐車場）長与町老人福祉センター地下

（吉無田駐車場）JR長与駅より400ｍ

建 設 後 （ 建 替 後 ） の 経 過 年 数

（長与町駐車場）40年

（吉無田駐車場）20年

二輪自動車

普通自動車

小型自動車

軽自動車

区分

普通使用料（1回）

午後10時から翌日の午前8時まで午前8時から午後10時までの30分毎

構 造

（長与町駐車場）地下式

（吉無田駐車場）広場式

駐 車 場 使 用 面 積

（長与町駐車場）1,303㎡

（吉無田駐車場）385㎡

収 容 台 数

（長与町駐車場）53台

（吉無田駐車場）34台

営 業 時 間

（長与町駐車場）8時～22時

（吉無田駐車場）終日

料 金

（長与町駐車場）普通50円/30分、定期8,800円

（吉無田駐車場）定期5,500円

* 【普通使用】

一日平均駐車台数�一台当たり平均駐車時間

収容台数�営業時間

 �  100 、 【定期使用】

月平均駐車台数

収容台数

 �  100



２．経営の基本方針

３．投資・財政計画（収支計画）

（１） 投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

①　収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

①　今後の投資についての考え方・検討状況

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

稼働率に関する事項

繰入金に関する事項

職員給与費に関する事項 職員給与費の支出はない。

委託費に関する事項

駐車場管理業務、消防用設備及び各設備の保守点検業務など、駐車場利用者への安定的な

サービスの提供に係る業務の委託を行う。

民間の活力の活用に関する事項

（ＰＰＰ・ＰＦＩ など）

事故の無いよう、サービスの維持に努める。

修繕箇所を精査し、優先すべき箇所から修繕を行う。

資産の有効活用に関する事項

一般会計からの繰入は行わず、特別会計として独立採算で運営する。

普通使用（時間駐車）と、定期使用（月極駐車）を併用する現在の体制を維持する。

事業報告書により、適切な利用状況の把握に努める。

施設等の統合・縮小・廃止に関する事項

防災・安全対策に関する事項

現状の水準を維持することとするが、類似駐車場の状況を必要に応じて確認する。料金形態に関する事項

長与町駐車場が複合する施設の老朽化が進んでいるが、現時点では事業を継続するものとす

る。

現在、シルバー人材センターの協力のもと、安定的な運用がされていることから町管理の体制を

継続する。

民間の活力の活用に関する事項

（指定管理者制度、ＰＰＰ・ＰＦＩ など）

特になし

　今後も一定水準で収入が確保できる見通しであるが、大規模な設備投資は行わず、現在のサービス水準の維持に努める。

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

一般会計からの繰入は行わず、特別会計として独立採算で運営する。

施設全体で、毎年修繕費を計上し、日常的な修繕の対応を行う。

特別会計として独立採算で運営する。

大規模な設備投資は行わず、日常的な修繕の対応を行う。投資の平準化に関する事項

現在、シルバー人材センターの協力のもと、安定的な運用がされていることから町管理の体制を

継続する。



４．公営企業として実施する必要性など

５．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、

更 新 等 に 関 す る 事 項

経営比較分析表及び事業報告書を活用しながら進捗管理を行い、複合する施設の今後のあり方が定

まった後に経営戦略の見直しを行う。

事 業 の 意 義 、 提 供 す る

サ ー ビ ス 自 体 の 必 要 性

公営企業として実施する必要性

長与町駐車場は、近隣商店街の利用客による路上駐車への対策として、都市交通の円滑化及び都市機

能の維持増進に寄与している。

吉無田駐車場は、JR長与駅利用者や近隣住民による路上駐車への対策及びパークアンドライドの推進

に寄与している。

駐車場事業を継続的に運営することで、都市交通の円滑化及び都市機能の維持を図る必要があるが、

複合する施設のあり方の検討と並行して、一般会計化も選択肢に含めた検討を行う。



様式第2号（法非適用企業）

投資・財政計画

（収支計画）

（単位：千円，％）

年　　　　　　度 平成30年度 令和元年度

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ）

1 (A) 7,953 7,214 6,700 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800

（１） (B) 7,953 7,214 6,700 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800

ア 7,953 7,214 6,700 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800

イ (C)

ウ

（２）

ア

イ

２ (D) 6,012 5,782 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800

（１） 6,012 5,782 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800

ア

イ 6,012 5,782 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800 5,800

（２）

ア

イ

３ (E) 1,941 1,432 900 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

1 (F)

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

２ (G) 1,996 1,941 1,432 900 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

（１）

（２） (H)

（３）

（４） 1,996 1,941 1,432 900 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

（５）

３ (I) △ 1,996 △ 1,941 △ 1,432 △ 900 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000

そ の 他

資

本

的

支

出

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

地 方 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

他 会 計 へ の 繰 出 金

そ の 他

う ち 一 時 借 入 金 利 息

そ の 他

収 支 差 引 (A)-(D)

そ の 他

営 業 外 収 益

他 会 計 繰 入 金

そ の 他

資

　

本

　

的

　

収

　

支

資

本

的

収

入

資 本 的 収 入

地 方 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 補 助 金

他 会 計 借 入 金

固 定 資 産 売 却 代 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

収 支 差 引 (F)-(G)

令和11年度

収

　

益

　

的

　

収

　

支

収

益

的

収

入

総 収 益

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

収

益

的

支

出

総 費 用

営 業 費 用

職 員 給 与 費

う ち 退 職 手 当

そ の 他

令和8年度 令和9年度 令和10年度

営 業 外 費 用

支 払 利 息



様式第2号（法非適用企業）

投資・財政計画

（収支計画）

（単位：千円，％）

年　　　　　　度 平成30年度 令和元年度

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ）

令和11年度令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

(J) △ 55 △ 509 △ 532 100

(K)

(L) 1,996 1,941 1,432 900 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

(M)

(N) 1,941 1,432 900 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

(O)

(P) 1,941 1,432 900 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

(Q)

(Q)

(B)-(C)

(A)

(D)+(H)

(S) 7,953 7,214 6,700 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800

（T)

(U)

(V)

(W)

(X)

○他会計繰入金 （単位：千円）

年　　　　　度 平成30年度 令和元年度

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ）

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

収 益 的 収 支 分

地 方 債 残 高

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

健全化法施行令第16条により算定した

資 金 の 不 足 額

健全化法施行規則第６条に規定する

解 消 可 能 資 金 不 足 額

健全化法施行令第17条により算定した

事 業 の 規 模

健全化法第22条により算定した

資 金 不 足 比 率

(（T）/（V）×100)

他 会 計 借 入 金 残 高

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (B)-(C)

地 方 財 政 法 に よ る

資 金 不 足 の 比 率

((R)/(S)×100)

117% 117%

地方財政法施行令第16条第１項により算定した

資 金 の 不 足 額

(R)

116% 117% 117% 117% 117% 117%収 益 的 収 支 比 率 （ ×100 ） 132% 125%

赤 字 比 率 （ ×100 ）

117% 117%

前 年 度 繰 上 充 用 金

形 式 収 支 (J)-(K)+(L)-(M)

翌 年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源

実 質 収 支 黒 字

(N)-(O) 赤 字

収 支 再 差 引 (E)+(I)

積 立 金

前年度からの繰越金



　　【参考資料】

グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例

当該施設値（当該値）当該施設値（当該値）当該施設値（当該値）当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）類似施設平均値（平均値）類似施設平均値（平均値）類似施設平均値（平均値）

平成30年度全国平均平成30年度全国平均平成30年度全国平均平成30年度全国平均

経営比較分析表（平成30年度決算）経営比較分析表（平成30年度決算）経営比較分析表（平成30年度決算）経営比較分析表（平成30年度決算）

長崎県長与町　嬉里駐車場長崎県長与町　嬉里駐車場長崎県長与町　嬉里駐車場長崎県長与町　嬉里駐車場

業務名業務名業務名業務名 業種名業種名業種名業種名 事業名事業名事業名事業名 類似施設区分類似施設区分類似施設区分類似施設区分 管理者の情報管理者の情報管理者の情報管理者の情報 立地立地立地立地 周辺駐車場の需給実態調査周辺駐車場の需給実態調査周辺駐車場の需給実態調査周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)駐車場使用面積(㎡)駐車場使用面積(㎡)駐車場使用面積(㎡)

無 1,303 ■■■■

自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％) 種類種類種類種類 構造構造構造構造 建設後の経過年数(年)建設後の経過年数(年)建設後の経過年数(年)建設後の経過年数(年) 収容台数(台)収容台数(台)収容台数(台)収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円)一時間当たりの基本料金(円)一時間当たりの基本料金(円)一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入指定管理者制度の導入指定管理者制度の導入指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ２ 非設置 公共施設

－－－－

該当数値なし 都市計画駐車場 地下式 39 53 100 導入なし 【】【】【】【】

分析欄分析欄分析欄分析欄

1.収益等の状況1.収益等の状況1.収益等の状況1.収益等の状況 3.利用の状況3.利用の状況3.利用の状況3.利用の状況

1. 収益等の状況について1. 収益等の状況について1. 収益等の状況について1. 収益等の状況について

　収益的収支比率については、赤字が続いている状

況である。平成25年度を境に右肩上がりに上昇して

たが、今年度は横ばいであった。

　今後は経費の削減のみならず、現行料金設定の妥

当性の検証を含めた経営改善の取り組みが必要であ

る。

H26 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26

当該値 83.2 89.1 94.0 96.6 96.5

H26 H27 H28

2. 資産等の状況について2. 資産等の状況について2. 資産等の状況について2. 資産等の状況について

平均値 135.3 133.5 136.3 130.9 155.3 平均値 7.6 7.1

当該値 109.4 118.9 117.0 113.2 113.2当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

166.6 164.4 165.0
　建物及び設備については、平成２９年度に劣化状

況調査を実施した。その結果、緊急性の高い改善箇

所は見られなかったが、設備等の更新が必要な箇所

がいくつかあげられた。

　今年度策定する公共施設個別施設計画により、効

率的な維持管理を図っていく。

3. 利用の状況について3. 利用の状況について3. 利用の状況について3. 利用の状況について

　稼働率は、毎年度１００％を超えており、年次比

較において増減がほとんど無く、当該駐車場の利用

状況は安定している。

　しかしながら、全国平均値と比較すると、決して

高い数値とは言えず、需要促進を図っていく必要が

ある。

H28 H29 H30

2.資産等の状況2.資産等の状況2.資産等の状況2.資産等の状況

5.5 5.2 3.9 平均値 167.7 169.3

H27 H28 H29 H30 H26 H27H26 H27 H28 H29 H30 H26

△378 △206 △208当該値 △20.2 △12.3 △6.4 △3.5 △3.6

平均値 79 56 42 44 45

当該値 △1,050 △703当該値 0 0 0 0 0

平均値 19,615 21,116 20,714 16,622 15,790平均値 11.2 8.0 13.7 7.5 1.9

⑦敷地の地価(千円)⑦敷地の地価(千円)⑦敷地の地価(千円)⑦敷地の地価(千円)

全体総括全体総括全体総括全体総括

　上部施設が公共施設であるため、他用途転換によ

る有効活用が難しいため、当面は、事業を継続して

いくことが望ましいと思われる。。

　今後は、民間への委託を視野に入れ、設備更新や

利用時間の延長など、稼働率の向上及び経費削減の

方策を検討する。

92929292

⑧設備投資見込額(千円)⑧設備投資見込額(千円)⑧設備投資見込額(千円)⑧設備投資見込額(千円)

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0当該値     

2,0002,0002,0002,000

H26 H27 H28

平均値   

 当該値    

平均値      

0.0

148.9 135.3 110.8   平均値 141.9 181.6
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①収益的収支比率①収益的収支比率①収益的収支比率①収益的収支比率((((％％％％))))
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　　【参考資料】

グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例

当該施設値（当該値）当該施設値（当該値）当該施設値（当該値）当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）類似施設平均値（平均値）類似施設平均値（平均値）類似施設平均値（平均値）

平成30年度全国平均平成30年度全国平均平成30年度全国平均平成30年度全国平均

経営比較分析表（平成30年度決算）経営比較分析表（平成30年度決算）経営比較分析表（平成30年度決算）経営比較分析表（平成30年度決算）

長崎県長与町　吉無田駐車場長崎県長与町　吉無田駐車場長崎県長与町　吉無田駐車場長崎県長与町　吉無田駐車場

業務名業務名業務名業務名 業種名業種名業種名業種名 事業名事業名事業名事業名 類似施設区分類似施設区分類似施設区分類似施設区分 管理者の情報管理者の情報管理者の情報管理者の情報 立地立地立地立地 周辺駐車場の需給実態調査周辺駐車場の需給実態調査周辺駐車場の需給実態調査周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)駐車場使用面積(㎡)駐車場使用面積(㎡)駐車場使用面積(㎡)

無 385 ■■■■

自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％) 種類種類種類種類 構造構造構造構造 建設後の経過年数(年)建設後の経過年数(年)建設後の経過年数(年)建設後の経過年数(年) 収容台数(台)収容台数(台)収容台数(台)収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円)一時間当たりの基本料金(円)一時間当たりの基本料金(円)一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入指定管理者制度の導入指定管理者制度の導入指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ１ 非設置 駅

－－－－

該当数値なし その他駐車場 広場式 19 34 0 導入なし 【】【】【】【】

分析欄分析欄分析欄分析欄

1.収益等の状況1.収益等の状況1.収益等の状況1.収益等の状況 3.利用の状況3.利用の状況3.利用の状況3.利用の状況

1. 収益等の状況について1. 収益等の状況について1. 収益等の状況について1. 収益等の状況について

　広場式構造のため、他の立体式駐車場及び地下式

駐車場と比べ、維持管理にかかる経費等が少ないた

め、黒字の状況が続いている。

　今後は、周辺駐車場の配置、利用料金を調査し、

現行料金設定の妥当性を検証することが必要であ

る。

H26 H27 H28 H29 H30 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26

当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

H26 H27 H28

2. 資産等の状況について2. 資産等の状況について2. 資産等の状況について2. 資産等の状況について

平均値 385.5 419.4 371.0 509.2 449.1 平均値 3.5 3.2

当該値 97.1 100.0 100.0 100.0 97.1当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

276.6 274.8 277.2
　建物、設備等の設置が無く、資産としては土地の

みである。

　ＪＲ駅に近接したこの土地は、駐車場以外の用途

としても需要がある可能性が高く、他用途への転換

も検討する必要がある。

3. 利用の状況について3. 利用の状況について3. 利用の状況について3. 利用の状況について

　ＪＲ駅に近接しているため、駐車場としての需要

が非常に高いが、全区画を月極駐車場として運営し

ているため、月極契約者以外の利用は無く、利用希

望者が途絶えない限り、稼働率は１００％の数値と

なる。

H28 H29 H30

2.資産等の状況2.資産等の状況2.資産等の状況2.資産等の状況

2.9 6.0 3.8 平均値 252.8 269.0

H27 H28 H29 H30 H26 H27H26 H27 H28 H29 H30 H26

2,192 2,203 2,149当該値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

平均値 23 22 16 21 17

当該値 2,128 2,171当該値 0 0 0 0 0

平均値 7,496 6,967 7,138 8,131 8,024平均値 40.7 38.2 34.6 37.6 33.2

⑦敷地の地価(千円)⑦敷地の地価(千円)⑦敷地の地価(千円)⑦敷地の地価(千円)

全体総括全体総括全体総括全体総括

　ＪＲ駅に近接し、立地が良いことから駐車場とし

ての需要も高く、当面は、事業を継続していくこと

が望ましいと思われる。

　しかしながら、立体式駐車場及び地下式駐車場と

比べ、他用途転換が物理的、かつ、費用面で容易で

あるため、転換によって用途が高度化、複合化した

場合との経済性の比較も行っていく必要がある。

59595959

⑧設備投資見込額(千円)⑧設備投資見込額(千円)⑧設備投資見込額(千円)⑧設備投資見込額(千円)

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0当該値     
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【297.1】
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【103.6】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨⑨⑨⑨累積欠損金比率累積欠損金比率累積欠損金比率累積欠損金比率((((％％％％))))

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥⑥⑥⑥有形固定資産減価償却率有形固定資産減価償却率有形固定資産減価償却率有形固定資産減価償却率((((％％％％))))

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

②他会計補助金比率②他会計補助金比率②他会計補助金比率②他会計補助金比率((((％％％％))))

【5.3】

0

5

10

15

20

25

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額③駐車台数一台当たりの他会計補助金額③駐車台数一台当たりの他会計補助金額③駐車台数一台当たりの他会計補助金額((((円円円円))))

【30】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

⑪⑪⑪⑪稼働率稼働率稼働率稼働率((((％％％％))))

【199.3】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

④④④④売上高ＧＯＰ比率売上高ＧＯＰ比率売上高ＧＯＰ比率売上高ＧＯＰ比率((((％％％％))))

【26.3】

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

⑤⑤⑤⑤ＥＢＩＴＤＡＥＢＩＴＤＡＥＢＩＴＤＡＥＢＩＴＤＡ((((千円千円千円千円))))

【16,102】
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